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フォーブ ラの身体

真部 清孝

 1787年 、 当 時27歳 で あ っ た ジ ャ ン=バ チ ス ト ・ル ー ヴ ェ(Jean-Baptiste

Louvet)は 処 女 小 説 で あ る 『騎 士 フ ォ ー ブ ラ の 一 年 間 の 生 活 』(Une ann馥 de

la vie du chevalier de Faublas)を 世 に 問 うた 。 こ の 小 説 は す ぐ さ ま 成 功 を お

さ め 、 翌 年 に は 続 編 で あ る 『騎 士 フ ォ ー ブ ラの 六 週 間 の 生 活 』(Six semaines

de la vie du chevalier de Faublas pour servir de suite灣a premi鑽e ann馥)が 、

1790年 に は 完 結 編 で あ る 『騎 士 フ ォ ー ブ ラ の 恋 愛 の 結 末 』(La Fin des amours

du chevalier de Faublas)が 矢 つ ぎ ば や に 発 行 され て い る。 これ ら の 作 品 の 成

功 は 、作 者 自身 の 言 に よ る と彼 に 「ち ょ っ と した 財 産 」 を もた らす こ と に な

る(1)。ル ー ヴ ェ は 早 世 す る が 、 彼 が こ の 世 を去 っ た 共 和 暦6年(1798)に は

以 上 の 三 部 作 を ま と め 、本 人 に よ る 若 干 の 修 正 が ほ ど こ さ れ た も の が 『騎 士

フ ォ ー ブ ラ の 恋 愛 』(Les Amours du chevalier de Faufilas)と して 出 版 され た(2}。

こ の 小 説 が18世 紀 末 か ら19世 紀 に か け て の 一 大 ベ ス トセ ラ ー とな っ た こ と

は 、 再 版 や 海 賊 版 の 多 さが そ れ を 証 明 し て い る(3)。

 ひ と は 作 者 と登 場 人 物 を しば しば 混 同 して しま う。 『フ ラ ン ス 革 命 史 』 の

な か で ミ シ ュ レ は 、 「小 柄 で 金 髪 の 男 性 、 フ ォ ー ブ ラ の よ うに 女 性 を 思 わ せ

る穏 や か で 綺 麗 な 顔 つ き を し て い る④」 と 国 民 公 会 で 演 説 す るル ー ヴ ェ の 姿

を 描 写 して い る 。文 字 どお り小 説 の 主 人 公 の 印 象 そ の ま ま に 作 者 を 思 い 描 い

て い る わ け で あ る が 、彼 の こ と を よ く知 る ロ ラ ン夫 人 は 「小 柄 で 痩 身 、近 視

で あ り、 身 な りに こ だ わ らな い(5)」』人 物 だ と して い る 。 次 の よ うな エ ピ ソー

ドも あ る。 『フ ォ ー ブ ラ』 の 作 者 を 「優 雅 な 物 腰 の 素 敵 な 騎 士 、 つ ま り理 想

の 男 性 」に ち が い な い と思 い こん で い た あ る女 優 が 実 際 に彼 に 会 っ て み る と、

自 の 前 に 「小 柄 で 痩 せ た 、陰 気 な 顔 つ き を して 、無 作 法 で 、 き わ め て な お ざ
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りな身な りの男」があ らわれ驚いた とい う話である{6)。ルー ヴェは小説の主

人公 とちがい、容姿や外見にめ ぐまれ てはいなかったようだ。また、フォー

ブラが貴族階級 に属 しているのにたい し、ルー ヴェはパ リの職人の息子であ

る。 ところが、『フォーブ ラ』の作者 は本名ではなくLouvet de Couvrayと 貴

族であるかの ごとく名のってい う。スタンダール がジュ リアン ・ソレルや フ

ァブ リス ・デル ・ドンゴを創造 したごとく、ルーヴェはかなえられない 自ら

のひそか な願望 の代償を容 姿端麗の騎 士を創造す ることに求めたのではな

いか とい うミシェル ・ドロンの指摘は的 を射ているのか もしれない(7)。

 ルー ヴェの小説は1783年10月 にフォーブラー家がパ リに上京 してきた時

か ら始 まり、主人公 が友人に宛てた1786年10月18日 付の手紙で終わって

いる。この三年間の出来事を、過去 を回想す るとい うかたちで主人公が物語

る。純粋無垢な少年 から成熟 した一家め父へ と成長するフォーブラの物語は、

人間の魂 の漸進 的な発展の過程 を描 く教養小説 の一種 と考えることができ

よ う。ただ、この小説 で描かれているのは一人の りベル タン(放 蕩者)の 成

長過程 なのではあるが。

 『フォーブ ラ』の筋立ては、18世 紀前半に よく見 られた貴族階級の青年 、

を主人公 とした りベル タン小説 を連想 させ る(8)。『騎 士フォーブラの一年間

の生活』の書き出 しを見てみ よう。

On m'a dit que mes a�ux, consid駻駸 dans leur province, y avaient toujours joui

d'une fortune honn黎e et d'un rang distingu�. Mon p鑽e, le baron de Faublas, me

transmit leur antique noblesse sans alt駻at�n;ma m鑽e mourut trop t�. Je n'avais

pas seize ans quand ma sueur, plus jeune que moi de dix-huit mois, fut mise au

couvent澑aris. Le baron, qui l'y conduisit, saisit avec plaisir cette occasion de

montrer la capitale炒n fils pour l'馘ucation duquel il n'avait rien n馮lig�

jusqu'alors.

Ce fut en octobre 1783 que nous entr穃es dans la capitale, par le faubourg

Saint-Marceau.(D 53)

.これ を教養小説 風 の りベル タン小説 の典型 とされ るクロー ド・ク レビョ

シの 『心 と気 の迷 い』 の冒頭 と比較 してみ よ う。
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J'entrai dans le monde稘ix-huit ans, et avec les avantages qui peuvent y faire

remarquer. Mon pere m'avai囗aiss6 un grand nom, dont il avait lui-meme

augment�1'馗lat, et j'attendais de ma m鑽e des biens consid駻ables. Rest馥 veuve

dans un稟e o�l n'騁ait pas d'engagements qu'elle ne p皦 former, belle, jeune et

riche, sa tendresse pour moi ne lui ft envisager d'autre plaisir que celui de

ml61eveらet de me tenir lieu de tout ce que j雪avais perdu en perdant mon pere(9)

主人公 の一人称による回想 とい う語 りの構造を持っこれ ら二つの小説は、主

人公の人物設定においても共通点を有す る。二人の主人公は母親 と父親 の違

いはあれ、いずれ も片親をはや くに亡 くし、残った片親 によって愛情深 く育

てられている。ただ、フォーブラー族 にはパ リの洗練か らは程遠い田舎貴族

の印象がつきまとうし、その貴族の称号 と財産は 『心と気 の迷い』の主人公

のもの よりも見劣 りがす る。

 「社交界に登場 した ときの私は、快楽 のことしか頭になかった㈹ 」と語 る

『心 と気の迷い』の主人公 と同様、年若い フォーブラの肉体は感覚的な快楽

に よって支配 され る。 「私は誘惑 した りな どしていない、いつも誘惑 されて

いたのだ」(D996)と 述懐する主人公 フォーブラの物語は、彼 の様々な恋愛

を中心に して展開 され る。だが、彼 の女性に対す る振舞いは、他の リベルタ

ン小説の主人公の ものとは少々異なっている。 ドン ・ジュア ン神話を引き合

いに出すまで もな く、一般 にりベル タンは女性 に対 して捕食動物の ごとく行

動する。その行動は単純化す ると 「誘惑」、「享楽J、 「遺棄」 とい うふ うに図

式化できる。 しか し、フォーブラは 「誘惑」 し 「享楽」 した獲物を 「遺棄」

することができない。つま り、誘惑 した女性を捨 てることができず にいつま

でも関係を続けてい くのだ。理想の女性であるソフィーのほかにB***侯 爵

夫人、小間使ジュスチrヌ 、リニ ョル伯爵夫人 らと同時並行 で関係 を続 ける

フォーブ ラの行動パ ター ンは、物語の構成に大 きな影響 を与えている。通常

の りベル タン小説では、主人公が誘惑 した女性 を捨てるたびに一っのエ ピソ

ー ドが完結 し、そ して新たな女性の登場 とともに次のエピソー ドが始まる と

い うのが定石で ある。 しか し、『フォーブラ』の場合は主人公が女性 を捨て
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ないので、各々のエ ピソー ドが完結 しない。エピソー ドが更新 されなが ら物

語 が進行す る多 くの りベルタン小説にたい し、『フォーブラ』においては未

完結のエ ピソー ドが 自然増殖 しなが ら蓄積 され、それ らが互いに複雑に絡み

合 うことになる。

 このよ うな込み入 った物語の 中心に位置 しているのが主人公 フォーブラ

であるが、読者 が彼に関 して、特にその身体的特徴 に関 して具体的に知 り得

るこ とは意外に少 ない。例 えば、物語の中盤 あた りで闖入 して くる酔っぱ ら

いの登場人物の言葉を見落 とす と、フォーブラが青い 目を していて髪は褐色

であるとい うことさえ読者 は知 り得ない㈹。彼が魅力的な外見の持ち主であ

るこ とは繰 り返 し述べ られ るが、その魅力が具体的に描写されることはほと

ん どない。フォーブ ラの人物像には具象性が欠 けている、あたか も血のかよ

った肉体 を彼 は必要 としていないかのごとく。

 ドン ・ジュア ン、カザ ノヴァ、ヴァルモン、リシュ リュー元帥 といった伝

説 の誘惑者 たちが持つ強烈な個性 をフォーブラは必要 としない。む しろ、彼

の人物像は18世 紀の小説や戯曲に頻繁に登場 し、文学的な人物類型 となっ

たpetit-ma羡re(し ゃれ者)の 系譜 に属す る。ルー ヴェはフォーブラをこのよ

うな人物類型の典型 として描いている。人物類型の典型 として存在す るか ら

には、フォーブ ラは個性化 されてはな らないのだ。フォーブラはいわば符号

なのである。では、この符号は何を指 し示 しているのだろ う。作者 は序文で

登場人物た ちについて次の ように語 っている。

J'ai t稍h駲ue Faublas, frivole et galant comme ia nation pour laquelle et par

laquelle il fut fait, e皦, pour ainsi dire, une figure fran軋ise. J'ai t稍h駲u'au milieu

de tous ses d馭auts on lui reconn皦 le ton, le langage et les moeurs des j eunes gens

de ma patrie. C'est en France, et ce n'est qu'en France, je crois, qu'il faudra

chercher les autres originaux dont j'ai trop facilement dessin駘es copies[...](D

51)

「軽薄で優雅な」フォーブラの人物像は、petit-ma羡reとい う文学的な人物類

型を生みだ した社会の写 し絵 である。この写 し絵の うちには貴族社会に棲息
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する 「若者たちの物腰、言葉遣い、風俗」といったものが描 き込まれ る。符

号 としてのフォーブ ラが表象す るものはフランスの貴族社会、さらに限定す

るとアンシャン ・レジーム末期の貴族社会 なのだ(こ の小説 における1783

年か ら1786年 とい うひ じょうに具体的 な時代設 定を忘れてはな らない)。

 田舎 出の少年がパ リの貴族社会の空気 にふれ放蕩息子へ と変貌 していく

過程 を 『フォーブ ラ』は描いているが、小説の冒頭 においては主人公の無知

や純心 さがことさらに強調 されている(12)。この無垢の状態の主人公 は、コン

デ ィヤックが 『感覚論』のなかで持 ち出 して くる 「内部 をわれわれ と同 じよ

うに組織づけられ、精神に よって生気づけられ てはいるが、しか しいかなる

観念 も有 しない彫像(13)」 に譬 えることができよ う。 この大理石の彫像に順

次臭覚、味覚、聴覚 などの五官 を持 たせ るこ とによって、いかに して諸感覚

の結合か らわれわれの認識が生ずるかを示そ うとす る哲学者 と同 じく、小説

家は 白紙状態の主人公に外界か らの刺激を次々にあたえ、様 々な経験 を積 ま

せ、知識 を獲得 させ ることによって彼が どのよ うに変貌す るかを読者 に示そ

うとするのだ。

 貴族の子弟 にとって社交界へのデ ビューは、その後の人生に とって決定的

な意味を持つものである。フォーブラはその重要な儀式に女装 して登場す る。

季節 は謝肉祭の頃、狂騒的な雰囲気 を主人公 は次の よ うに語ってい る。

Nous騁ions dans cette saison bruyante o�鑒nent瀝a ville les plaisirs avec la

folie;Momus avait donn駘e signal de la danse;on touchait aux j ours gras.(D 63)

「快楽が狂気 とともに」満 ちあふれ る祝祭の季節 に、モーモス神 の徴のもと

フォーブ ラは貴族社会へ と足を踏 み入れる。ギ リシャ神話ではモーモスは狂

気の神 とされ るが～揶揄や皮肉の精神 をもつ天邪鬼 として も知 られている。

本来、社交界へのデ ビューは大人にな るための通過儀i礼としての意味を持つ。

しか し、フォーブ ラはMademoiselle du Portailと名の り、 自らの性別 と身元

を偽って通過儀礼に参加す ることによ り、この儀式を無効化 して しま う。し

たがって、フォーブラは大人にな りきることはな く、しば らく少年期 と成年

期 のは ざまにとどまることにな るのだ。
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 「少女のような美 しい顔 立ち」と 「大人の男性の精悍 さ」(D526)を 併せ

持っ フォーブラのアイデ ンティテ ィーは性的に も社会的に も曖昧な ものと

して設定 され、そのよ うな彼は 「両棲生物(cr饌ture amphibie)J(D 357)の

ごとき存在 としてあつかわれ る。フォーブラの身体は様々な場面で両義的な

意味をになってい る。例えば、ソフィー と初めて接吻をかわす時、彼は 「英

国の淑女が馬に乗 る際 に着 るよ うな婦人用乗馬服(amazone)一 式」(D 64)

を身にまとってい るのだが、この女装、 ことに婦人用乗馬服(amazone)と

い う衣装は彼の身体の両義性 を象徴 している。amazoneと い う服は女性用の

ものではあるが、その用途は乗馬 とい う男性的な活動のためのものである。

さらに、その名称は伝説の女性戦士を連想 させ る。その外見、機能、名称か

らして両性具有的な この衣装 は、フォーブラのアイデンティティーの曖昧 さ

を強調す る小道具 となっているのだ。

 この同じamazoneを 身につけてフォーブラは最初の舞踏会に出かける。そ

こでB***侯 爵夫人 と知 り合い、その夜、彼女の手ほ どきによって初めて肉

体 の快楽を知る。B***侯 爵夫人 は夫を欺 くためフォーブラが女性(デ ュ ・

ボル タイユ嬢)で ある と彼 に思い こませ るのだが、このことによ りある喜劇

的な場面が出来す る。B***侯 爵 の屋敷に招待 されたフォーブ ラ(デ ュ ・ボ

ル タイユ嬢)は 、会食 の際、侯爵夫妻にはさまれるかたちで席 に着 く。

La marquise, qui m'avait touj ours consid駻饌vec la plis grande attention, et dont

les regards s'animaient visiblement, s'empara d'une de mes mains. Curieux de voir

jusqu'o�'騁endrait le pouvoir de mes charmes trompeurs, j'abandonnai l'autre au

marquis. Il la saisit avec un transport inexprimable. La marquise, plong馥 dans des

r馭lexions profondes, semblait m馘iter quelque projet important;je la voyais

successivement rougir et trembler;et sans dire un seul mot, elle pressait

l馮鑽ement ma main droite engag馥 dans les siennes. Ma main gauche騁ait dans

une prison moins douce;le marquis la serrait de mani鑽e瀘e faire crier.(D

72-73)

amazoneと い う衣装が彼の身体の両性具有性をひきたて、女性だけではな く
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男性 の欲望をもかきたてる。右手を侯爵夫人に、左手を侯爵に捉 えられたフ

ォーブラの身体は二重 の誘惑の対象 となってい る。

 「私は誘惑 した りなど していない、いつ も誘惑 されていたのだ」とい う言

葉 どお り、フォーブ ラの身体は さまざまな登場人物の欲望の対象 となる。彼

は同時に複数の女性 と関係をむすび、その女性 たちのあいだを飛びまわる。

その姿は蝶 の飛翔の ように気ままで、重力か ら解放されているかのよ うだ。

彼 はいかなる場面でも軽快である。例 えば、ある密会場所 でフォーブラが

B***侯 爵夫人を待 っていると、

Une porte, que j e n`avais pas remarqu馥, s'ouvrit tout瀋oup;la marquise entra.

Voler dans ses bras, lui donner vingt baisers,1'emporter dans l'alc�e, la poser sur

le lit mouvant, m'y plonger avec elle dans une douce extase, ce fut l'affaire d'un

moment.(D 163)

わずか数行で事は終わっている。まさに一瞬の早業である。フォーブラは瞬

間を生き、とどまることを知 らない。彼は次々にあらわれ る女性 と無分別 に

情事 をかさねるが、自らの行動がまね く結果 とい うものにはまった く無頓着

である。快楽が充溢 した無重力のごとき世界を漂 うフォーブ ラの姿は青春期

特有 の軽快 さのア レゴリーなのだ。

 フォーブラが何度 とな く行 う変装は このよ うな軽快 さを最 も象徴的に表

現 している。『フォーブ ラ』において変装は自由の空間を創 出するのだ(14)。

変装によって主人公 は自分の社会的身分か ら一時的ではあるが 自由にな り、

それ にともな う義務か らも解放 される。ことに女装は、恋人そ して妻 となる

ソフィーに対す る貞操の義務か らフォーブラを解放 し、彼 を自由と快楽の空

間に ときはなつ。軽 い冗談のつ も りだった最初 の変装 をきっかけ とし、ひ と

っの嘘を糊塗す るためにあ らたな嘘をつ くよ うに、フォーブラは変装を繰 り

か えす。「五十の名前 を持つ若者」(D627)は 場面にあわせ て衣装を選択 し、

その場にふ さわ しい役割を演 じる。変わ り身のはやいフォーブラは、舞台に

上がる俳優が 自分にあたえ られた役を演 じるように、目前の状況にあわせて

即興を演 じる。そ して、フォーブラの七変化は周囲の人々をも仮面劇へ と誘

一137一



う。フォーブ ラの父である男爵、妹 アデライー ド、ソフィー、舅となるデ ュ ・

ボル タイユ、B***侯 爵夫人や リニ ョル伯爵夫人 とい った愛人たち、友人の

ロザンベール、そ してジャスマンなどの従者たちまで、おもだった登場人物

た ちのほ とん どは何 らかのかたちで変装 し自分 の身元を偽 るとい う経験を

する ことになる。

 変装のテーマは物語の様々な局面で重要な意味をもち、この小説のライ ト

モチー フとなっている(15)。『フォーブラ』 において変装は物語の筋を展開 さ

せる小道具であるだけではなく、主人公の内面にまで影 をお としている。「五

十の名前を持つ」とされ る主人公は、多 くの時間を本来の身分である 「騎士

フォーブラ」としてではな く自分以外の他人 として過 ご している。役柄 とし

て他人 を演 じる俳優が観客の 目を意識す るよ うに、演技す るフォーブラは他

者の視線を とお して 自らの存在 を確認す ることが習い性 となる。例えば、女

装の乗馬姿のフォーブラがパ リ近郊の ロンシャンで群衆 の感 嘆の的 とな る

場面 を見てみ よ う。

Le nombre des curieux ne fit瀋haque instant que s'accro羡re. Jeunes gens et

vieillards, hommes et femmes, pi�ons et cavaliers, tout accourut, tout vint se j eter

au-devant de rnoi;les voitures m麥es s'arr黎鑽ent. Aucun des h駻os de la patrie,

d'Estaing, la Fayette, Suffren et mille autres, au retour des plus glorieuses

exp馘itions, ne virent autour d'eux, dans les promenades publiques, une affluence

plus prodigieuse.[...]

Quel jeune homme assez ma羡re de lui, quel jeune homme cependant e皦 repouss�

le channe. de ce triomphe?Un moment j'en fus enivr�;un moment je sentis

quelque orgueil瀝a vue de tant de j eunes gens qui, renomm駸 dans l'art de plaire

et fameux par leurs amours, paraissent proclamer en moi leur vainqueur.(D

874-875)

感嘆する観衆に酔い しれ るフォーブラは他者の視線 を鏡 とし、そこに映る鏡

像 を自己 として認識す る。フォーブラはつねに他者の視線を意識 し、それが

次第 に必要不可欠 なもの とさえなる。その視線 は女装に幻惑 される観衆のま

な ざしであった り、愛 しく見つめる愛人た ちの目であった りするわけだが、
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他者の視線がな くなると忽 ち彼 は自分 を見失って しま うのだ。例えば、ある

宿屋 の一室にたったひ とり取 り残 され たフォーブラは不 吉な想念に支配 さ

れ ることになる。

Qu'il est triste, ce calme qui règne autour de moi ! qu'il est effrayant, ce profond 
silence ! Un désespoir concentré !... l'image du trépas!... Pourquoi suis-je seul 

ici ? [... ] Me voilà seul dans l'univers !... Eh bien, la mort me reste ! La mort est 

moins affreuse que l'état où je suis. (D 771-772)

他者 の視線が存在 しない孤独の空間で、フォーブラは本来の 自己と対峙す る。

他者の存在な しには自分の実在 を確認す ることがで きない彼に とっては、孤

独は不条理で堪えがたい状態であ り、それは死 を想起 さえさせ る。この妄想

をともなった独 白は、突如 自分の存在 の空虚 さを知った男の狼狽の表現なの

である。 「五十の名前 を持つ」主人公 は、巧妙 に他者 にな りすます ことを繰

り返す こ とによって、ついには自分 を見失い 自己を喪失す る。変装は知 らず

知 らず の うちにフォーブラか ら自己同一性 を奪い去 っていたのだ。

 この 自己同一性の崩壊 は、その究極 の状態である狂気へ と彼 を導 く。実際、

物語の終盤において主人公はB***侯 爵夫人 と リニ ョル伯爵夫人の衝撃的な

死に直面 し、自分を見失 う。それによ り狂気 におちいったフォーブラの様子

を彼の父は次の よ うに描写 している。

Presque nu, chargé de chaînes, le corps meurtri, les mains déchirées, le visage 

sanglant, l'ceil furieux ; et ce n'étaient pas des cris qu'il poussait, c'étaient des 

hurlements, des hurlements épouvantables. (D 1077)

あれ ほど軽快で俊敏に動 き回っていたフォーブラの身体が、ここに至 っては

裸 同然の状態で鎖につながれ、肉体 と精神 の 自由を奪われて しまっている。

しか し、狂気が フォーブラの身体か ら突如 として 自由を奪ったのではない。

実は、彼の身体の衰弱の兆候 は以前か らあ らわれ てお り、その肉体 と精神は

徐々に蝕 まれていたのだ。確かに、物語の第一部 『騎士フォーブラの一年間
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0)生活』の主人公の身体は健全そのもので衰弱の兆候はまったく見 られない。

しか し、第二部 『騎士フォーブラの六週間の生活』が始ま るやいなや、最初

の衰弱の兆候がフォーブラの身体にあ らわれる。結婚直後、新婦であるソフ

ィーが何者かに連れ去 られたことが原因で、フォーブラは三 日間のあいだ人

事不省 の状態 となる㈹ 。この失神を境 とし、主人公の身体か ら健康 と軽快 さ

が徐々に失われ、疲労 と消耗 の影 が しだいに色濃 くあ らわれてくる。若々 し

く精力絶倫のはずのフォーブラが、一時的ではあるが性的不能 を何度か経験

す る。蝶が舞 うよ うに恋人たちのあいだを自由に飛翔 していた彼 の身体が突

如 として機能 しな くなって しま うのだ。第三部ではこのよ うな身体の消耗 は

さらに進行 し、前述の主人公 の狂気 を引き合いに出すまでもなく、そこでは

以前の健全 さがまったく影 をひそめて しまっている。『騎士フォーブラの恋

愛 の結末』の冒頭 で描かれ るバスチーユに投獄 され 自由を奪われた主人公 の

姿は、その意味で象徴的であろう。

 主人公の身体の消耗 と軌 を一にす るかの ように、『フォーブラ』の物語 の

背景が暗転する。また、第一部の 『騎士フォーブ ラの一年間の生活』ではほ

とん ど見 られなかったことだが、当時の社会や政治に対す る批判がrフ ォー

ブラ』三部作の後半には数多 く挿入 され、小説全体の雰囲気に大きな影響 を

及ぼ している。例えば、身分 と財産の不平等(D533)、 国王が臣下にあたえ

る恩給の制度の矛盾(D682-685)、 貴族階級にお ける婚姻制度 の不条理 さ(D

898-899)と いったものが批判の対象 となっている。 こ ういった社会批判は

物語 の暗転 とともに頻出 して くるようにな り、物語後半をさらに重苦 しいも

の としている。 このよ うな重苦 しい雰囲気が、 リニ ョル伯爵夫人 とB***侯

爵夫人の悲劇的な死、この二つの死によって誘発 され るフォーブラの狂気 と

い う破局的な結末を用意す る。リニ ョル侯爵夫人のセーヌ川への投身 自殺 の

場面は、 当時流行 していた暗黒小説 を思 わせ る背景のなか進行する。

[...]la chaleur avait騁馮rande tout le jour, le vent du midi venait de s'駘ever;il

amoncelait d'駱ais nuages que plusieurs tonnerres d馗hiraient et du sein desquels

la gr麝e et la pluie se pr馗ipitaient par torrents. Mon穃e騁ait constern馥:la

fureur des�1駑ents ne m'annon軋it-elle pas la vengeance des dieux?(D

一140一



1073-1074)

この嵐は小説の背景に使われ る単なる小道具ではな く、『フォーブラ』 とい

う作 品が書かれた時代背景、迫 りくる歴 史的な大嵐であるフランス革命 を予

見 している。

 「確かに、小説家 とい うものは自分 の時代の忠実なる語 り部(historien)

でなけれ ばな らないのではないか。はた して小説家は自分が 目に したこと以

外のものを描 いた りで きるのだろ うか」(D49)。 ルーヴェは小説家 としてめ

使命 についてこのよ うに 自問 自答 している。彼の 自伝的な 『覚書』の草稿に

よると、1790年 に出版 された 『騎士フォーブラの恋愛の結末』の前半部分

は1788年 の秋頃、後半部分は1789年 の春頃に執筆 されている(17)。フランス

革命 とい う大きな歴史的な流れが物語 を飲み込み、主人公 の運命 を決定づけ

る。フォーブラは一貫 してアンシャン ・レジーム末期の貴族社会 を象徴する

もの として描かれているわけであるが、彼の身 体の衰弱は貴族階級の腐敗 と

凋落 を、彼の狂気は貴族社会の昏迷 と崩壊 を予兆す るもの として描かれてい

ると考え られる。狂気か ら癒えた主人公 はもはや 自分の居場所がフランス国

内にはないことを悟 る。小説は、愛す るソフィーの母国であるポー ラン ドで

父親 とな ったフォーブラが近況を伝 える手紙 で終わっている。嘗て、B***

侯爵夫人 とリニ ョル侯爵夫人はフォーブ ラの子供 を宿 したが、それ らの子供

が生まれることはついになかった。フォーブラは母国に子孫 を残す ことはで

きなかった、貴族階級の未来が革命後の共和国フランスにはなかったの と同

じよ うに。
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演 じない。 しか し、なにゆえか作者はこの兄妹の外見上の類似を物語の端々で

ことあるごとに強調する。女装 したフォーブラは 「アデライー ドの生き写 しの

肖像」(D358)と なり、「二人が並んでいたら、悪魔 といえども、どちらが女で

どちらが男であるか言い当てることができないだろ う」(D871)と 言われるぐ
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そこにはすでに失われて しまった無知ではあるが幸福に満 ちあふれた主人公の
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ものでなければならず、個人の外見 ・服装 といったものは身分にしたがって暗

黙の規制を うけていたのだ。外見を変えることによって本来の社会的身分から

自由になり、つぎつぎと新たなアイデンティティーを獲得する変幻 自在なフォ
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かで、登場人物の変装を大きく二種類に分類している (Henri Lafon, Les Décors et

les choses dans le roman français du XVIIIe siècle de Prévost à Sade, Studies on

Voltaire, 297, 1992, pp. 69-74) すなわち、一つは性別を偽る変装、もう一つが社

会的身分 を偽るものであるが、フォーブラの変装はこの両方の分類にあてはま

る 。

(16)人 事不省 におちいる場面は次の ように語 られている: «Alors, saisi d'un

mortel désespoir, je sens expirer mon courage et s'anéantir mes forces ; alors se fait dans 

toute la machine ébranlée la plus prompte et la plus affreuse des révolutions... » (D 

449) 

(17) Quelques notices pour l'histoire et le récit de mes périls-, op. cit., p. 208.
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